
○６月の主な行事予定 ☆体育祭☆ 《生徒の感想より》
○体育祭の練習は、全体でリレー 1 回しか練習できなかったし、綱

日 曜 給食 主 な 行 事 引きも練習できなかったので、バトンパスなどが心配だったけど、
本番みんなで声をかけ合いながら一生懸命に綱引きをしていると

１ 日 きはとても楽しかったです。リレーでもみんなお互い応援して、
ぎりぎりまで最下位だったけど 3 位まで順位を上げることができ

２ 月 ○ てよかったです。他学年の人たちも全力で仲間達と頑張っていて
凄く感心しました。体育祭を通して、普段あまりしゃべらない子

３ 火 ○ 45分日課 とも話したりして、仲間との絆を深めることができてとてもよか
ったです。最高の体育祭になりました。

４ 水 ○ 45分日課 木曜日課 ○私の 1 番の城西祭の思い出は、全員リレーです。全体練習をした
ときは、6 位だったけど、順番を入れ替えたり、バトンを渡す練

５ 木 ○ 45分日課 水曜日課 総体壮行会 習をしたりして本番では 2 位になることができたからです。部活
動対抗リレーでは、同じ部活の子と先輩を応援しました。綱引き

６ 金 ○ 45分日課 は負けてしまったけど、練習で教わったことを意識して全力でで
きました。楽しい体育祭にすることができました。

７ 土 中部ブロック総体 【体育祭の様子です。】

８ 日 中部ブロック総体

９ 月 ○ 45分日課 ①～④ 中部ブロック大会（バスケ・テニス）

10 火 ○ 45分日課 ①～⑤ 中部ブロック大会（バレー・サッカー）

11 水 ○ 耳鼻科検診（2,3年有症者） 中部ブロック大会（バスケ）

12 木 ○

13 金 ○

14 土 中部ブロック総体（水泳）

15 日

16 月 ○

【あいさつ】
17 火 ○ 城西祭（体育の部）では、各クラスとも協力し合って一生懸命競

技に取り組むことができました。生徒たちは、心を一つにすること
18 水 ○ 金曜日課 で連帯感を深め、級友との絆もより一層強くなったことと思います。

体育祭もそうですが、人と人との間を近づけたり、関係を深めたり
19 木 ○ 学校安全の日 するものの一つとして「あいさつ」があります。

「おはようございます」「こんにちは」「こんばんは」「いい天気で
20 金 ○ 部活テスト休み～ 26日まで すね」「お元気ですか」・・・・・・

日本人には、いろいろなあいさつがあります。いや日本だけでは
21 土 中部ブロック総体（卓球） ありません。人間はみんなあいさつをします。人はいつでもどこか

で誰かと出会います。いつも会っている人もいれば、初めての人、
22 日 中部ブロック総体（卓球） 何年ぶりかで出会う人もいます。出会ったときに、あいさつをする

か、無視するか。この両者の開きは限りなく大きい。あいさつは、
23 月 ○ 意識してしなければなりません。それも形だけでなく心を込めるよ

うに努めなくてはならないのです。「起立、礼、着席」と学級委員の
24 火 ○ 号令が毎時間繰り返されます。この時に、「お願いします」「ありが

とうございました」と大きな声で発声して、礼をしていますか。あ
25 水 ○ 期末テスト（美・国・保体） いさつは、形だけしておけばいいのだと思っている人は多い。あい

さつを人に対する礼儀と考えているのです。しかし、あいさつは同
26 木 ○ 期末テスト（数・音・理） 時に自分の心の浄化のためにするものでもあるのです。

あいさつとは、親愛の意を示す行為なのです。こちらの気持ちを
27 金 ○ 期末テスト（英・技家・社）生徒会専門委員会 伝え与える一番身近なものなのです。天気でも健康でもなんでもい

いのです。ひとこと、愛しみを与えるのだと思って自分の方から声
いつく

28 土 をかけるのです。この声のかけ橋がひとたびできたら、こんどは、
相手の方からもまた渡ってこられるのです。あいさつは、自分の方

29 日 からしなくてはなりません。出会えば、まず自分の方からこころの
掛け橋「あいさつ」をするのです。

30 月 ○ あいさつは、「挨拶」と書きますが、私は「愛刷」だと思う。あい
さつによって、自分の心と相手の心に愛が刷り込まれるのです。相手

す

☆ 7月の主な行事 4日漢字検定 にしてあげているように思うかも知れないけれど、実はさせてもらっ
県総体：6日・7日・13日・14日・20日・21日 ているのです。させてもらって、そのことで自分の心を浄化させても
通信陸上：6日・13日 古紙回収：16日・17 日 らっているのです。心のこもるあいさつをすればするほど自分
１学期終業式：18日 の心が徳を得るのです。だから人に出会ったならば、ありがた

いという心で感謝をして、あいさつをするべきなのです。
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